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北 条 忠 雄 編
1968
このテキス トは,総 合研究 「地方 におけ る話 し
ことぽ教 育法改善の ため の 基礎 的研 究」(代表者
大石初太郎)の 一部 として,研 究用の資料 として作
られた ものであ る。
方言の録音方法,方 言の表記の方法な どのあら
ましについては,別 に作 った 「方言の録音 とテキ
ス トの作成について」(国 立国語研究所 話しことば
研究室編)を 参照 されたい。
ここに牧めた方言の録音 と テキ ス トの作 成 と
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国立国語研究所 話 しことば研究室 発行
東 京都 北 区 稲 付 西 山 町
